
神経内科をご存知ですか？
脳、神経、筋肉、感覚…神経内科は患者さんをトータルで診て最適な診療を行います

神経内科をご存知ですか？
　神経内科は脳、脊髄、神経、筋肉などの病気を発見・治療します。脳や体の
一部分だけを診るのではなく、患者さんの脳の働き、五感、体とその動きな
ど、全身をしっかり診察して、そこに隠れる病気を見つけるのが神経内科
医。体の不調を感じチェックリストのような症状がみられたら、神経内科を受
診して下さい。他の診療科とも協力して、健康を取り戻す道を探ります。

日本神経学会代表理事のご挨拶
日
本
神
経
学
会
代
表
理
事

髙
橋 

良
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京
都
大
学
医
学
部
神
経
内
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教
授

脳
、脊
髄
、神
経
、筋
肉
な
ど
の

病
気
を
発
見・治
療
す
る

エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す

　

神
経
内
科
で
は
、頭
痛
、認
知
症
、脳
卒
中
な
ど
、比
較
的

患
者
さ
ん
の
多
い
病
気
か
ら
、患
者
さ
ん
の
少
な
い
神
経
難

病
ま
で
を
扱
い
ま
す
。患
者
さ
ん
を
て
い
ね
い
に
診
察
し
て
病

気
の
実
態
を
把
握
し
、さ
ま
ざ
ま
な
検
査
を
加
え
て
原
因
を

突
き
止
め
、患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
即
し
た
最
善

の
治
療
法
を
提
供
す
る
の
が
神
経
内
科
医
で
す
。全
身
に
張

り
巡
ら
さ
れ
た
神
経
は
、脳
を
使
っ
て
思
い
出
し
た
り
、考
え

た
り
す
る
認
知
機
能
か
ら
、筋
肉
を
使
って
歩
い
た
り
走
っ
た

り
す
る
運
動
機
能
、視
覚・聴
覚・温
度
覚・痛
覚・触
覚
な
ど

の
感
覚
器
を
用
い
た
情
報
伝
達
機
能
、さ
ら
に
は
呼
吸・消

化・循
環・発
汗
な
ど
に
い
た
る
ま
で
、体
全
体
が
う
ま
く
調

和
し
、機
能
す
る
た
め
に
休
み
な
く
働
い
て
い
ま
す
。神
経
内

科
医
は
、全
身
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

神
経
の
不
調
を
的
確
に
診
断
す
る

「
全
身
を
診
る
お
医
者
さ
ん
」と
し
て
、

と
て
も
貴
重
な
存
在
で
す
。

神経内科医から読者の皆様へのメッセージ

（上段左より）山口大学 神田隆 教授／広島大学 
松本昌泰 教授／札幌医科大学 下濱俊 教授／大
阪大学 望月秀樹 教授
（中段左より）日本大学 亀井聡 教授／近畿大学 
楠進 教授／京都大学 髙橋良輔 教授／北海道大
学 佐々木秀直 教授／岡山大学 阿部康二 教授
（下段左より）国立精神・神経医療研究センター
病院 水澤英洋 院長（東京医科歯科大学 特任・名
誉教授）／新潟大学 西澤正豊 教授／東京大学 
辻省次 教授／名古屋大学 祖父江元 特任教授

提供：グラクソ・スミスクライン株式会社
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任・名
誉
教
授
）

第
23
回
世
界
神
経
学
会
議（
W
C
N
２
０
１
７
）会
長

世
界
神
経
学
会
議

京
都
大
会
を
開
催

　

2
0
1
7
年
9
月
、

京
都
で
世
界
中
の
神
経

内
科
医
が
参
加
す
る
第

23
回
世
界
神
経
学
会
議

（
W
C
N
2
0
1
7
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。わ

が
国
の
神
経
内
科
の
研
究
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。脳
神
経
疾
患
の
克
服

に
向
け
て
、超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
が

世
界
を
牽
引
し
、国
際
会
議
を
通
じ
て
世
界

の
健
康
長
寿
に
貢
献
し
ま
す
。
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究
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脳
神
経
疾
患
の

克
服
に
向
け
努
力
重
ね
る

　

神
経
内
科
疾
患
に
は
、

有
効
な
治
療
法
が
あ
る

も
の
も
多
い一
方
で
、認
知

症
や
神
経
難
病
な
ど
は
、

そ
の
手
が
か
り
が
ま
だ
な
く
、患
者
数
も
高

齢
化
に
伴
い
、年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
疾
患
の
克
服
は
世
界
の
願
い
で
あ
り
、そ

の
予
防
法
と
治
療
法
の
開
発
に
向
け
、私
た

ち
は
日
夜
、努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
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東
京
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学
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学
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医
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系
研
究
科
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科
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授

原
因
不
明
だ
っ
た

神
経
疾
患
の
予
防
と

治
療
に
貢
献

　

神
経
内
科
で
は
、「
ベッ

ド
サ
イ
ド
か
ら
ベ
ン
チ
へ
、

そ
し
て
、ベ
ン
チ
か
ら
ベッ

ド
サ
イ
ド
へ
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
に
、か
つ
て
多
く
が

原
因
不
明
だ
っ
た
神
経
疾
患
の
原
因
を
解
明

す
る
こ
と
、そ
し
て
、病
気
の
治
療
、病
気
の
予

防
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
、診
療
と

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
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学
研
究
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授

基
本
姿
勢
は

丁
寧
な
問
診
と
診
察

　

神
経
内
科
の
診
療
に

お
け
る
基
本
姿
勢
は
丁

寧
な
問
診
と
診
察
に
あ

り
ま
す
。神
経
内
科
は
お

も
に
脳
、脊
髄
、末
梢
神
経
、骨
格
筋
に
障
害

を
き
た
す
様
々
な
疾
患
を
内
科
的
に
診
療
す

る
基
本
診
療
科
の
一つ
で
す
。疾
患
に
よ
って
は

急
性
期
か
ら
慢
性
期
の
在
宅
療
養
支
援
ま

で
、幅
広
い
領
域
を
診
療
し
て
い
ま
す
。
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授

人
に
対
す
る
優
し
さ
が

医
療
の
基
盤

　

神
経
内
科
疾
患
は
治

ら
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、正
確
な
臨
床
診
断

の
下
に
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

く
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
治
療
可
能
な
も
の

が
多
い
で
す
。人
に
対
す
る
優
し
さ
が
全
て
の

基
盤
で
あ
る
と
考
え
、患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り

に
最
も
適
切
な
治
療
と
診
療
支
援
を
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
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教
授

治
療
法
を
研
究
開
発
し

脳
と
神
経
を
守
る

　

神
経
内
科
で
は
脳
や

神
経
の
障
害
に
対
し
、急

性
期
治
療
、脳
保
護
療

法
、遺
伝
子
治
療
、再
生

医
療
の
開
発
研
究
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
多
面
的
に
治
療
法
を
開
発

し
て
選
択
肢
を
広
げ
、患
者
さ
ん
の
症
状
に

合
わ
せ
て
最
善
の
治
療
を
提
供
し
て
脳
と
神

経
を
守
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。
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授
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フ
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ン
テ
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ア

　

神
経
内
科
疾
患
は
、こ

こ
10
〜
15
年
間
に
治
療

法
の
開
発
が
大
き
く
進

み
ま
し
た
。多
く
の
病
因

遺
伝
子
が
明
ら
か
に
な
り
、治
療
法
開
発
の

手
が
か
り
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
高
次
脳
機
能
の

研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。神
経
内
科
は
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
医
学

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
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授

病
気
の
痛
み
や

苦
し
み
和
ら
げ
る

医
療
を
届
け
る

　

神
経
内
科
に
は
変
性

疾
患
、血
管
障
害
、 

神
経

免
疫
、神
経
筋
疾
患
等
、

神
経
疾
患
各
分
野
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
が
お
り
、世
界
レ
ベ
ル
で
の
研
究
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。一
日
も
早
く
安
全
で
効

果
の
高
い
治
療
法
を
患
者
さ
ん
の
元
に
届
け
、

病
気
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
て
差
し
上
げ
る
こ

と
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョン
で
す
。
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難
病
に
対
す
る

独
自
性
あ
ふ
れ
る
研
究
を

世
界
に
発
信

　

私
た
ち
神
経
内
科
医

は
、日
常
診
療
を
通
じ
て

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
維
持
・
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
難
治
性
の
中
枢
神
経
疾

患
や
神
経・筋
疾
患
の
克
服
に
向
け
て
、新
た

な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
研
究
を
進
め
、そ
の
成
果
を

世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
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究
科
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科
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教
授

脳
を
守
り
人
を
守
る

こ
と
が
使
命

　

認
知
症
、脳
卒
中
な

ど
、脳
に
か
か
わ
る
病
気

は
超
高
齢
社
会
の
中
で

最
も
重
要
な「
国
民
病
」

の
一つ
と
な
り
、新
た
な
診
断
法
、治
療
法
、リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な

ど
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。神
経
内
科

は
こ
の
よ
う
な
社
会
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、

日
々
研
鑽
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

亀
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聡

日
本
大
学
医
学
部
内
科
学
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神
経
内
科
学
分
野

主
任
教
授

ど
ん
な
診
療
も

患
者
さ
ん
本
位
で

あ
き
ら
め
ず
に

　

神
経
内
科
医
は
難
病

を
は
じ
め
脳
卒
中・髄
膜

炎・脳
炎
な
ど
の
救
急
疾

患
も
含
み
幅
広
い
治
療

に
あ
た
り
ま
す
。診
療
は
患
者
さ
ん
本
位
で

あ
る
べ
き
で
す
。私
た
ち
神
経
内
科
医
は
、全

力
を
尽
く
し
、最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
、患

者
さ
ん
が
で
き
る
だ
け
元
の
生
活
に
復
帰
し

て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
ま
す
。

⇧１つでも当てはまる症状が
３ヶ月以上続いたら、神経内科に
ご相談ください。

◆お問い合わせ　第56回 日本神経学会学術大会 運営事務局
TEL 03-5216-5318　 http://www.congre.co.jp/neuro56/

第56回日本神経学会学術大会について
西澤 正豊

　第56回日本神経学会学術大会は、平
成27年（2015年）5月20日（水）から23
日（土）まで、新潟市の朱鷺メッセをメイン
会場として開催します。今回の新潟大会
におけるメインテーマは「社会の中の神
経学～神経内科の社会貢献を考える～」
としました。超高齢社会において、神経学とこれを実践
する神経内科の果たすべき役割を改めて見直す機会と
したいと思います。神経内科の社会的役割を広く市民
にも理解していただけるように、神経内科を啓発するイ
ベントも連日開催します。さらに大会終了の翌日には市
民公開講座も予定しています。

一般社団法人 日本神経学会　　神経内科フォーラム

パーキンソン病
　パーキンソン病は原因不明の難
病と言われましたが、研究が進み、
早期に発見して治療をスタートすれ
ば、運動機能の著しい低下を抑える
ことができます。神経内科医は豊富
な知識から治療法を示唆します。

頭　　痛
　頭痛は誰でも経験したことのある
病気ですが、慢性化すると自分・社
会・家族にまでダメージを与える社
会的損失の大きい病気です。「頭痛
から解放されたい」と思ったら、一度
神経内科を受診してください。

認　知　症
　近年、画像・診断マーカーなどで
早期発見でき、治療法も開発された
認知症。神経内科ではトータルに全
身を管理して患者さんと家族とのコ
ミュニケーションを大切にするよう
に心がけています。

脳　卒　中
　日本人の5人に１人が脳卒中を発
症し、その４分の３以上は内科的な
治療が必要な脳梗塞です。神経内
科では内科的治療はもちろん、脳卒
中を未然に防ぐ検査や再発予防対
策を行っています。

て ん か ん
　日本には子どもから高齢者まで約100
万人のてんかん患者さんがいます。神経
内科では患者さんの症状や発作のようす
に合わせて治療を行い、70～80％は症
状がなくなり、生活の質を損なうことなく
普通の生活が送れるようにしております。

神経内科が扱うおもな病気（日本神経学会監修）

新潟大学脳研究所 神経内科学分野 教授
第56回日本神経学会学術大会 会長

＊神経内科フォーラムは、神経内科の認知・啓発を促進するための
　活動を行う任意団体として2013年に設立されました

広告


